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大
盛
況 

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
開
催 

 

第
８
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
が
９
月

６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ

れ
た
雨
も
午
前
中
は
降
ら
な
か
っ
た

た
め
、
午
前
９
時
の
開
始
か
ら
、
多

く
の
人
が
訪
れ
、
出
店
・
バ
ザ
ー
は

大
繁
盛
で
午
前
中
に
は
ほ
ぼ
完
売
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
入
場
に
つ
い
て

も
一
時
、
駐
車
場
の
制
限
を
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
の
賑
わ
い
と

な
り
ま
し
た
。 

               

開
会
式
で
は
、
久
保
淸
実
行
委
員

長
に
続
き
、
久
喜
邦
康
理
事
長
、
笠

原
宏
平
市
議
会
議
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来
賓

と
し
て
、
松
澤
一
雄
副
議
長
を
は
じ

め
、
浅
海
忠
、
江
田
治
雄
、
赤
岩
秀

文
、
黒
澤
秀
之
、
大
久
保
進
、
福
井

貴
代
各
市
議
会
議
員
、
小
暮
俊
明
秩

父
公
共
職
業
安
定
所
長
、
深
田
正
藏

（
日
野
田
町
）、
長
谷
川
愈
（
旭
町
）
、

堀
澄
夫
（
上
野
町
・
代
理)

各
町
会
長
、

松
本
直
子
高
齢
者
介
護
課
長
に
も
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

余
興
芸
能
会
場
で
は
、
大
正
琴
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
、
リ
ズ
ム
体
操
、

軽
音
楽
、
コ
ー
ラ
ス
の
ほ
か
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
玉
す
だ
れ
、
む
つ

ご
ろ
う
踊
り
、
津
軽
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
演
目
ま
で
飛
び

出
し
、
満
員
の
お
客
様
に
最
後
ま
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
も
横
瀬
町
の
青
少
年
相
談
員

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ち
び
っ

こ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
親
子
づ
れ
の
お
客
様
に
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

          

ま
た
、
親
睦
会
主
催
の
バ
ザ
ー
へ

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
売
上
金
は
市
の
社
会
福
祉
事
業

に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

          

会
員
皆
様
の
結
集
し
た
力
に
よ
り
、

第
８
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
は
、
出

店
・
バ
ザ
ー
の
完
売
、
余
興
芸
能
で

の
満
席
な
ど
例
年
に
も
増
し
て
多
く

の
市
民
の
参
加
の
も
と
、
に
ぎ
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
こ
こ
に
あ
り 

 

新
会
員
紹
介 

 

次
の
方
た
ち
が
新
し
く
仲
間
に
な

り
ま
し
た
。 

 

七
月 

市
川
和
男 

島
﨑
一
男 

加
藤
力 

石
井
光
一
郎 

栗
原
三
郎 

 

串
田
マ
ス
ノ 

 
 

八
月 

青
山
愛
子 

新
井
清
久 

冨
田
文
作 

 

深
田
敬
子 

三
友
幸
三 

黒
澤
孝
子 

中
畦
伊
三
郎 

中
畦
美
都
子 

職
員
の
異
動 

 

９
月
１
日
付
け
退
職
者
の
補
充
の

た
め
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。 

[

退
職] 

金
井
貞
雄 

[

採
用] 

逸
見
初
江 

 
 
 
 

（
吉
田
事
務
所 

パ
ー
ト
） 

 

屋外模擬

店 



保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
開
催 

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
10
月
１
日
か
ら
11

月
26
日
ま
で
9
回
に
渡
り
保
育
サ

ー
ビ
ス
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
会
員
の
方
で
、
子
育
て
に
困

っ
て
い
る
保
護
者
に
代
わ
っ
て
お
手

伝
い
を
し
た
い
・
孫
の
子
守
を
し
て

い
て
最
近
の
子
育
て
を
勉
強
し
た
い
、

な
ど
少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

囲
碁
・将
棋
ク
ラ
ブ 

日
程 

 

9
月
20
日(

日)

、
11
月
15(

日) 

12
月
20(

日) 

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

会
場 

福
祉
女
性
会
館
第
５
会
議
室

(

和
室) 

時
間 

午
後
１
時
～
５
時 

☆
会
員
募
集
中 

日
程
の
日
に
集
っ 

て
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
方
も
、
こ 

の
機
会
に
始
め
ま
せ
ん
か
。 

親
睦
会
旅
行
の
集
金
に
つ
い
て 

10
月
7
日
（
水
）
予
定
の
秋
の
日

帰
り
旅
行
に
参
加
す
る
方
で
、
ま
だ
、

会
費
八
千
円
を
未
納
の
方
は
、
次
の

と
お
り
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

日
時 

10
月
1
日
（
木
） 

 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

受
付 

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

 

南
小
児
童
に
伝
統
の
継
承
を 

 

秩
父
音
頭
を
指
導 

 
 

 
 

        
 

     

事
業
委
員
会
で
は
、
会
員
有
志
の

参
加
の
も
と
、
秩
父
音
頭
の
伝
統
を

後
世
に
伝
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

本
場
皆
野
町
か
ら
講
師
を
迎
え
練
習

を
重
ね
て
い
ま
し
た
。 

 

９
月
４
日
に
は
、
そ
の
練
習
の
成

果
を
基
に
、
南
小
学
校
児
童
に
秩
父

音
頭
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
指
導

は
、
10
日
、
11
日
及
び
15
日
の
計
４

回
を
数
え
ま
し
た
。 

 

児
童
た
ち
は
、
秩
父
音
頭
発
祥
の

地
の
本
格
的
な
踊
り
を
熱
心
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
９
月 

19
日
に
開
催
さ
れ
る
同
校
運
動
会
で

発
表
さ
れ
ま
す
。 

 

会
員
だ
よ
り 

 

絆
を
紡
ぐ 

亡
き
母
二
十
七
年
目
の
夏
に
思
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林
靖
男 

 

か
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
を
見
て
い
て
、

戦
災
で
荒
廃
し
た
庶
民
生
活
の
姿
が

リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
、
今
の
社
会
環

境
が
失
っ
た
地
域
の
「
絆
」
を
強
く

感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。 

 

戦
火
で
焼
け
出
さ
れ
た
バ
ラ
ッ
ク

生
活
の
場
面
で
は
、
当
時
、
父
の
復

員
を
待
つ
家
族
四
人
の
生
活
は
、
何

時
し
か
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
国

民
学
校
五
年
生
の
私
へ
と
い
ざ
な
っ

た
。
ま
た
、
そ
の
光
景
は
今
は
亡
き

母
に
見
せ
た
い
彷
彿
の
思
い
に
胸
が

熱
く
な
っ
た
。 

 

あ
る
時
、
警
察
と
名
乗
る
人
物
に

調
べ
ら
れ
、
母
の
手
荷
物
か
ら
僅
か

ば
か
り
の
お
米
が
没
収
（
略
奪
）
さ

れ
た
事
が
あ
っ
た
。 

 

戦
時
中
は
、
国
策
と
し
て
国
民
に

は
我
慢
と
耐
え
る
こ
と
が
美
徳
と
さ

れ
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
。
勝
つ
ま
で

は
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
耐
乏
生
活
が
強

い
ら
れ
た
。 

 

そ
こ
で
敗
戦
と
な
る
と
、
な
り
ふ

り
構
わ
ず
、
自
分
の
欲
望
が
か
ら
み
、

窃
盗
が
横
行
し
、
治
安
の
悪
化
が
こ

れ
に
拍
車
を
か
け
た
国
難
の
時
代
で

「
絆
」
な
ど
と
は
ど
こ
吹
く
風
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
離
散
家
族
（
我
が

家
）
で
は
、
強
い
「
絆
」
を
求
め
、

地
域
で
は
「
助
け
合
い
運
動
」
が
芽

生
え
て
き
た
。
私
た
ち
を
「
警
察
だ
」

と
し
て
騙
し
た
そ
の
人
も
「
自
分
達

家
族
の
た
め
」
と
の
思
い
を
恥
じ
、

更
生
さ
れ
て
い
る
と
思
う
と
人
の
心

を
信
じ
た
く
な
る
。 

 

国
民
学
校
五
年
生
の
私
に
は
、
今

で
こ
そ
「
絆
と
は
」
を
考
え
ら
れ
る

年
代
に
あ
る
が
、
当
時
は
「
な
ぜ
?
ど

う
し
て
?
」
の
疑
問
を
残
し
、
初
冬

の
と
ば
り
の
降
り
る
庭
で
母
の
膝
に

顔
を
埋
め
た
思
い
は
、
今
も
心
の
歴

史
の
中
で
生
き
て
い
る
。 

 

昨
年
、
支
援
物
資
を
持
っ
て
被
災

地
を
訪
れ
た
時
、「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
喜
び
の
声
を
聞
く
度
に
「
心
の

絆
」
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

東
京
生
ま
れ
で
横
浜
育
ち
の
私
も

齢
七
十
七
歳
の
後
期
高
齢
者
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
感
謝
し
、

「
心
の
絆
」
を
紡
い
で
行
き
た
い
。 

 

素
晴
ら
し
い
人
生
の
糧
を
「
あ
り

が
と
う
」 

 

会
員
だ
よ
り
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
旅
行
、
就
業
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
等
な
ん
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
字
数
は
、
８
０
０
字
程
度

ま
で
、
原
稿
を
事
務
所
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。 


